第928回　生物科学セミナー
日時：　　　4月11日（水）　16:30-18:00
演者：  　池内　昌彦　教授

（東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻生命環境科学系）
演題：　　　　新型光受容体シアノバクテリオクロム：構造、機能、シグナル伝達と光応答現象
＜講演内容をご記入ください＞

光応答現象は、地球上に生息している生物に普遍的に知られているが、光合成生物においてはとくに重要である。光応答現象の種類は多細胞生物の方が多様であるが、根源的な光受容のしくみは光合成原核生物であるシアノバクテリアにほぼすべてが見つかっている。その新規例であるシアノバクテリオクロムはフィトクロムと類縁関係にあるが、その光受容の多様性と根源的なしくみは、理解しやすい例である。また現在も研究は大きく展開している途上にある。ここでは、シアノバクテリオクロムの簡単な研究の背景と普遍的な光応答の分子機構への拡張について、概説する。
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